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第 4 章 Modeling Inter-Topic Preference using Tweets and Matrix Factorization 
促進・抑制関係知識はいわば定義的な知識であるが，その他にも人々の言動から獲得可能な知識があるのでは
ないかという点に着目し，本研究では「A に賛成する人は B にも賛成する」あるいは「A に反対する人は B にも
反対する」といった人々の賛否の傾向をモデリングした．モデリングにあたり，多くの人々はごく一部のトピッ
クのみにしか賛否を表明しないという点が課題となった．そこで本研究では，商品推薦などの枠組みで用いられ
ている Matrix Factorization に基づくモデリングを提案した．これにより，人々の賛否の傾向についての知識を
獲得できたほか，人の一部の賛否表明を利用することで，その人の他の賛否まで一定精度で予測可能であること
を示した．
第 5 章 Stance Classification with Consideration of the Silent Majority by Factorization Machines 
第 4 章ではトピック間の賛否の傾向を獲得していたが，その他にも「単語 A を用いているユーザはトピック B
に賛成する」といった傾向も考えられる．本研究ではその点に着目し，人々の投稿テキストもまた利用するとい
うアイデアを提案した．ここで，陽な賛否表明の他に投稿テキストから得られる様々な特徴量を考慮するため，
























 第 1 章は序論である。 




























 第 6 章は結論である。 
 以上、本論文は、外部知識を用いた意味解析という自然言語処理の大きな課題について、特に
スタンス分類に着目して知識の取得、利用方法を開拓したものであり、システム情報科学の発展
に寄与するところが少なくない。 
 よって、本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
